
　女性部会 ６月１３日荒磯 　荒磯館 和５年度女性部会年次報告会を しました

　年次報告会 部会長 と 和４年度事業報告 和５年度事業 事務局

し ました 会員 から会員 協 ました

　議事 和４年度 を 部会員 労 を行 ました で 高橋

益田税務署長 森本会長 を 年次報告会 しました 報告会 次 で ア

事と と し 益田市 保 センター 進 　 ー ィ ーター　藤原三 養

小 から ア ため 化 タンパク ラルを ランス と

を高め と な また 進を図 ため 度な 益ま を し

日常 事 時 を た を高め とを理 しました イルス

で な報告会とな ました

　青年部会 ６月２２日荒磯 　荒磯館 和５度青年部会年次報告会を しました

　報告会 大谷部会長 と 和４年度事業報告 和５年度事業 事務局

し ました 議事 ７名 部会員 役 定年 労 を し 出席 ２名 を

行 ました で 高橋益田税務署長 森本会長 を ました 福利厚生制度

保 ３社 を 定 た議事を 進行し年次報告を しました 報告会

和４年度 を 任 大谷部会長から 任 和５年度から 任 竹内 部会長

部会 参加及び会員 組 ました

【定年功労表彰者】　　（株）メイワ　  牛　尾　ちえの 様

　　 永年の女性部会活動へのご尽力に対し深く感謝申し上げます。ありがとうございました。

【定年功労表彰者】　　岡﨑左官店（有）　岡　﨑　　　亨 様、  （有）誠和道路　和　田　　　誠 様、

　　　　　　　　　  （有）宮田石油店  中　島　　　亨 様、  （株）ヨネダ　  米　田　安　成 様、

　　　　　　　　　　リプライズ（株）　中　島　　　斉 様、  （同）オパール　領　家　康　伸 様、

　　　　　　　　　  高橋建設（株）    高　橋  宏  聡 様

　　 永年の青年部会活動へのご尽力に対し深く感謝申し上げます。ありがとうございました。
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　６月２１日（ ）益田商工会議所３階大会議室 和５年度第１回法人

学校を 校しました 第１回 益田労働基準監督署 を えし ２部 成

で行 ました 第１部 益田労働基準監督署　署長　 和５年

度 労働行 第２部 監督・安 長　 田 法

正と労務 理 内 で講 を た ました

第１部　令和５年度の労働行政について

　労働基準監督署 組（対 ） 時 外労働 制

制 事業（業務） 制度周 ため 日本全国

全 労働基準監督署 した 労働時 ４７ 県 した 働 推進 セン

ター で を行 な 行 た 組 ました また 和５年度 と ２

ました

　働 な推進 労働時 を え 日 働か 場合 らか め労 協

定（３６協定）を で所 労働基準監督署 出 と 和６年３月３１日を 時 外労

働 制 事業 師 自 事業（業務） 労働局 行

組（周 ） 行準 を理 しました

　労働 年 高年 労働 労働 加 全国 念

ため 和５年度 イント とし 高 安全 働 場 ら た

生 から 業 ４日 ５０ 業 で社会福 小 業

業 大 加 業行 な 労働 人 な 大

高年 労働 な 加 ま ため 対 で 労働 加 めを

か と なため ン ーシアム 協議会(厚労 )を 労働 た

社会 成 な安全 生教育 ール 入な 厚生労働 対 し 高年 労働 を め

た 場 組 と理 しました

第２部　最近の法改正と労務管理について（働き方改革特設サイトへＧＯ！！）

　 法 正 和４年４月１日 労働 総合推進法 基

パワー ラス ント 及び労働時 組とし 中小企業

月６０時 時 外労働 和５年４月１日から

（ 行） た を 事 を 業

記 と 労働時 た 組 対し 働 推進

成 で と しました

　 法 正 社会 性 から まで た 業 師 自 労

働時 制 和６年４月１日から 行 ３業 （業務） 労働 か

ら 準 と理 しました

　労務 理 働 サイト 内 ３ を ました

　 　 役 リンク まとめリーフレ ト（サイト 利 進）

　　　 た と た と え 成 な テー た 制度を し

で を

　 　 組事 制度 ンテン （ １０ 度でテー し めで ）

　　　時 外労働 制 同 労働同 な を な ら 入事 な を とと

労働時 正な ました 厚生労働 した イ ラインで 労働

を ため 自 告 タイム ー な と 労働

理（ 労働 を ）と から労働安全 生法 労働 労働時

を と 定 労働時 労働 と労働 理と２

合 た 法を と と を めました

　 　事業 から ら 労務 理 と回

　　　３６協定 業 同 労働同 を ました し 利 を 　

　 中 対 中 対 常

　　厚生労働 で 場 中

報サイトを し し 年

中 １ 人を え 急時

業 を を 急 を

急 を かな対 を
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　 和５年６月２６日　 県西部県民センター益田事務所（ 県益田合同 ） 入

た ランター を植えました 女性部会 社会貢献事業 とし 年行

で た 々 し 和 か な 植栽をしました 　　

法人会
（公社）益田法人会は、益田税務署管内の法人（個人）を会員として、良き経営者を目指すものの団体とし
て、会員の積極的な自己啓発を支援し、「納税意識の向上」と「企業経営および社会の健全な発展」に貢献
する団体です。
現在、益田市・鹿足郡の企業様806社（個人含む）で構成されており、年間を通して、税務研修会・講演会・
社会貢献活動・会報誌の発行・会員交流事業など、様々な活動を積極的に行っております（R5.3月末現在）。
◎メリット
　・正しい税の知識が身に付きます
　・各種研修会・セミナー等を無料で情報提供

致します
　・異業種交流ができ、人脈が広がります
　・福利厚生制度で、一部保険料の団体割引の

適用があります　等

◎会費（口数は何口でも可能です）
　　一般会員　　年間　　１口　　7,000 円
　　賛助会員　　年間　　１口　　3,500 円

■お問合せ　（公社）益田法人会 事務局
　　　　　　       TEL（0856）23-7640

青年部会は、次世代を担う若手経営者の皆様により、
様々な事業の開催やサポートを行っています。
会の運営において、大変ご尽力を頂いております！
・部会員数：42名（Ｒ5.3月末現在）
・入会資格：益田法人会会員企業の経営者
　　　　　　並びに幹部で50歳未満の方
・会　　費：年間　2,000円

女性部会は、青年部同様に様々な会の事業活動をお
手伝いしています。女性ならではの、柔軟さや華や
かさも活かして、元気に活躍されています！
・部会員数：28名（Ｒ5.3月末現在）
・入会資格：益田法人会会員企業の経営者
　　　　　　並びに幹部で75歳未満の方
・会　　費：年間　2,000円
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益田市立図書館 （益田法人会文庫）
　 益社団法人　益田法人会（森本 会長） ７月７日益田市 図書館 小・中学校 学習図書（５

）を 贈しました 児童図書 贈 地 社会 全な ため社会貢献 とし

成２２年から行 事業で 和５年度で１３年 を え 贈図書 で７０８ とな ま

　 日 森本会長 市原副会長 大 社会貢献委員長 益田市役所　市長室 山本益田市長

ました 山本益田市長から 社会 とな タイトル 書 大人で

を た 本を で を め ら た と ました

児童図書を寄贈

児童図書を寄贈

益田市立図書館（益田法人会文庫）

公益社団法人 益田法人会（森本恭史会長）は、７月７日益田市立図書館へ小・中学校向けの学習図

書（５万円相当）を寄贈しました。この児童図書の寄贈は地域社会の健全な発展のため社会貢献活動の

一環として平成２２年から行っている事業で令和５年度で１３年目を迎え、寄贈図書は累計で７０８冊

となります。

当日は、森本会長、市原副会長、大畑社会貢献委員長が益田市役所 市長室において山本益田市長へ

目録が手渡されました。山本益田市長から「現在社会的に話題となっているタイトルの書籍が多く、大

人でも興味を引く、子どもたちがこの本を読んで知識を深めてもらいたい。」と謝辞がありました。
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益田市立吉田小学校・安田小学校
　公益社団法人　益田法人会（森本恭史会長）は、益田市立吉田小学校へ７月１１日（火）及び安田小学校

へ７月１８日（火）に児童図書（各５万円相当）を寄贈しました。

益田市立吉田小学校

　７月１１日（火）　森本会長、市原副会長、大畑社会貢献委員長は、吉田小学校を訪れ、伝記を読もう第

１期から第６期まで計３０冊の児童図書の目録を代表児童へ手渡しました。代表児童からは、「寄贈された

伝記（歴史）図書を読んで勉強し自分達の生活などに役立てていきたい。」などの声が聞かれ、これから授

業等に活用したいと謝辞がありました。

益田市立吉田小学校

益田市立安田小学校

　７月１８日（火）森本会長、市原副会長、大畑社会貢献

委員長は、安田小学校を訪れ、代表児童へ児童図書１９冊

の目録を手渡しました。代表児童から「寄贈された図書を

全校児童に紹介し読んでもらい勉強に役立てたいと思いま

す。」などの謝辞がありました。

益田市立安田小学校

児童図書を寄贈
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一般社団法人  豊かな暮らし
ラボラトリー(ユタラボ)
代表理事 檜　垣　賢　一

〒698-0021　島根県益田市幸町8-18
TEL：0856-25-7143　FAX：0856-32-0020

URL：https://yutalab.com/

“自分なりの「幸せのものさし」を大切に、豊かな暮らしをデザインできる社会を目指して！”

沿　　革：2017年10月　島根県益田市へ移住

　　　　  2017年10月　益田市教育委員会ライフ

　　　　　　　　　　　教育コーディネータとし

　　　　　　　　　　　て活動

　　　　  2020年 4 月　一般社団法人 豊かなくら

　　　　　　　　　　　しラボラトリー（ユタラ

　　　　　　　　　　　ボ）を創設

従業員数：13名（大学生インターン２名含む）

事業内容：社会教育活動、地域交流スペースの運

　　　　　営、学校支援、新規就職者や移住者定

　　　　　着支援等 

①檜垣代表は、前職「ＮＰＯ法人カタリバ」在籍

中、益田市へ転勤となり益田市教育委員会で４年

間勤務。人口約450人の北仙道地区での生活で、

同地区での暖かい近所付き合いを通じ人と人が繋

がって生きて行く喜びや地域の祭りや運動会など

創造する喜びなどを感じる中で、同地区での暮ら

しに魅了され定住を決意。 

①わが社のモットーとＰＲ
②社長の趣味、余暇の過ごし方等
③自由発言

　その経験が元となり、2020年４月に全国から集

まった仲間と共に、ユタラボを創設。高校生や新

社会人の交流スペースの運営、益田市と連携し

移住者の定住支援・促進を中心に事業を展開。大

学入試改革や終身雇用制度の終焉など社会環境が

変化し、自身の生き方に悩む10代と20代がこれま

で以上に増加。その若者が自分なりの「幸せの

ものさし」に触れる機会を提供するため、地域

の大人と子供が１対１で語り合う「益田版カタリ

場」、新社会人が繋がりをつくる研修「Masuda 

no Douki」、県外者等に益田の暮らしの魅力を伝

える｢豊かな暮らしについて考えるライフキャリ

ア体験｣など次世代を担う若者が｢自分なりの豊か

な暮らしをデザイン｣できるよう支援を行う。

②趣味は、書道で現在初段。余暇を利用して地域

行事への参加。

③教育や次世代を担う若者に対して税金を有効に

活用して頂きたい。 

代表理事　檜垣　賢一 氏

（ 若手社会人と大学生対象の田舎暮らし体験 ） （ 事務所の様子 ） （ 若手社会人と大学生対象の田舎暮らし体験 ）

（ ユタラボ職員研修時の様子 ） （ ユタラボ職員一覧 ） （ 北仙道地区での暮らし ）

公益社団法人　益田法人会　　 164 　令和５年９月
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